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昭和56年 3月1日 

印刷 脚佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 685人 
	

世 帯 数 	14,542 

	

53,097人 
	

女 27, 412人 
	

（昭和56年2月1日現在）住民基本台帳から 

4' 

、 

にぎやかに雪まつり 

 

市観光協会（三上理会長）主催の雪まつりが 2 月 8日

お祭り広場を主会場に各種ゲームが行われ、2,000人の

親子づれでにぎわいました。 

お祭り広場では、子ども会対抗の雪上カルタとズグ

リ回し大会が行われ、合わせて62チーム、200人のチビ

ッ子たちが参加、寒空の下に熱戦を繰り広げました。 

北斗グラウンドで行われたタコ揚げ大会には、小学  

生から大人まで約150人が参加、それぞれ自慢のタコを

揚げて優劣を競っていましたが、今年も板柳町から 2 

枚の大ダコが特別参加、大会に花を添えていました。 

また、 2 月11日には市民文化会館ホールで歌謡・民

謡・手踊りコンクールが行われ、およそ1,500人の観客

を前に日頃練習の成果を競い合っていました。 

（写真=2月 8日、お祭り広場で） 
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投
票
区
 

一
野
坪
小
学
校
 

金

山
集
会
所
 

水
野
尾
集
会
所
 

中
央
公民
館
 

松
 
島
 
分
 
館
 

田
川
集
会
所
 

沖
飯
詰
小
学
校
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
中
川
 

湊
 
集
会
 
所
 

栄
 
小
 
学
 校
 

五
 
所
 川
 
原

第

三
中
学

校
 

森
 
の
 

家
 

南
 
小
 
学
 校
 

五
所
川
原
小
学
校
 

市
民
文
化
会
館
 

投
 
票
 
所
 

太
刀
打
（
尻
無
、

桃
崎
）
 
 

一
野
坪
（
石
畑
、
中
村
、
前
蒐
）
漆
川
（

+
  

川
町
、
漆
川
字
鍋
懸
七
七

ー
一
三
一
番
地

）
 
 

金
山
（
悪
戸
、
田
中
、
野
崎
、
川
代
田
、
宮
田
）
 
 

水
野
尾
 

吹
畑
、
米
田
、
石
岡
 

漆
川
（
馬
性
）
、唐
笠
柳
 

川
  

沖
飯
詰
、
桜
田
 

三
丁
目
十
二

番
一
一
 

長
橋
（
広
野
、
藤
島
）
川
山
、
種
井
、
若
葉
 

湊
（
千
鳥
、
船
越
）
 
 

開
野
、
稲
葉

）
 
 

姥
葱

（桜
木
、
菖
蒲
、
船
橋
）
稲
実

（
米
崎
 

丁
目
）
梅
田
（
一
部
）
 
 

七
ッ
館
、
広
田
、
み
ど
り
町

（
一
丁
目
ー
八
  

（
岡
田
、
松
元
）
 
 

若
葉
一
丁
目
ー
三
丁
目
全
域
（
但
し
第

2
・
 
 

8
投
票
区
分
を

除
く
。）
新
宮
町
、
芭
蕉
、
新
宮
 

和
町

（蓮
沼
、

不
魚
住
）
 
 

栄
町
、
八
重
菊
、
田
町
、
新
町
、
元
町
、
平
 

番
三
の
九
、
六
の
三
、
六
の
四
、
六
の
六
、
六

一
、
七
の
十
二
、
十
三
番
、
若
葉
二
丁
目
一

若
葉
一
丁
目
一
番
、

二
番
七
の
八
、
七
の
十

の
七
、
十
五
、
若
葉
三
丁
目
一
番
、

十
三
番

雄
田
（
さ
っ

き
町
、
東
雲
町
）
、長
橋
字
橋
元

敷
島
町
、
柏
原
町
、
末
広
町
、
錦
町
、
幾
島
町
、
  

下
平
井
町
、
幾
世
森
、
中
平
井
町
、
上
平
井
町
、
  

下
り
枝
、

弥
生
町
、
柳
町
、
大
町
 

旭
町
、

川
端
町
、
鎌
谷
町
、
鳥
森
、
 
一
ッ
谷
 

東
町
、
布
屋
町
、
寺
町
、
岩
木
町
、
本
町
、
 
 

あ
な
た
の
住
所
 

投
票
所
を
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
 

農業短期大学冬期講座 
と き 3 月 3日（火）'4日（水）午前九時三 

十分 

ロところ 市民文化会館 

ロ講座内容 

03月 3日、「昨年の冷害と今年の稲作について」 

農業試験場稲作科長・浪岡実 

「これからのわい化栽培について」 りんご 

試験場主任研究員・花田誠 

03月 4日（水） 「春野菜の漬物のつくり方」 

栗林操 

「春野菜の栽培について」 営農大学課長・ 

亀 	工藤洋一 
曳 	 」こ、ろー、-rブ去加キ 

’、「、・，ミ，,,,, 

三
月
一

日
か

ら
市

役
所
（

病
院
を

除
く
）
の

執
務
時

間
が
、
次
の
よ
う
に

変
更
に

な
り

ま
す
。
 

ロ
期
間
 
三

月
一
日
か

ら
九

月
三
十

日
ま
で

ロ
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
 

午
前
八
時

三
十
分
か

ら
午
後
四
時

四
十
五
 

市
の
執
務
時
間
変
更
 

分
ま
で

（
昼
の
休
憩
時

間
は
、

正
午
か

ら
 

午
後
零
時

四
十
五
分

ま
で
“
)
 

ロ
土
曜
日
 

午
前
八
時

三
十
分
か

ら
午
後
零
時

十
五

分
 

ま
で
。
 

ロ
 

営農大学課長・ 

ふるってご参加を 

ロ
投
票
は
、
三
月
十
五
日
（
日
）
午

前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
 

ロ
開
票
は
、
三
月
十
五
日
（
即
日

開
票
）
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
市
民

体
育
館
で
行
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
従
来
か
ら
「
投
票
所
入

場
券
」
を
交
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
直
接
あ
な
た
の
投
票
所
へ
お
出

か
け
下
さ
い
。
 

ロ
投
票
で
き
る
要
件
 

o

住
所
要
件
 
昭
和
五
十
五
年
十

二
月
三
日
以
前
か
ら
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い

る
方
 

o

年
齢
要
件
 
昭
和
三
十
六
年
三

月
十
六
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
 

ロ
市
内
転
居
者
の
投
票
 

昭
和
五
十
六
年
一
月
二
十
七
日
ま

で
に
転
居
届
け
を
し
た
方
は
、
新
住

所
の
投
票
所
で
、
 一
月
二
十
八
日
以

降
に
転
居
し
た
方
は
、
前
住
所
地
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ロ
不
在
者
投
票
 

〇
投
票
当
日
や
む
を
得
な
い
用
務
 

（
出張
、
旅
行
、
出
か
せ
ぎ
、
入
院

等
）
で
投
票
が
で
き
な
い
方
（
印
鑑

必
要
）
 

o

不
在
者
投
票
日
時
 
三
月
五
日

か
ら
三
月
十
四
日
ま
で
、
毎
日
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
 

o

場
所
 
産
経
会
館
四
階
会
議
室
 

（
市庁
舎
四
階
選
管
事
務
局
北
側
）
 

ロ
郵
便
（
在
宅
）
投
票
 

o

該
当
者
 
①
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
方
で

一
級
か
二
級
、
 

呼
吸
器
の
障
害
で

一
級
も
し
く
は
三
 



は
私
た
ち

一
大
一
人
の
 

」
ょ
一
 
〉
‘
両・
 
】”
（
 
』
”
ふ・

 」
』
一『
 
」I
<‘
 
・
》
p
（
、
 
』r
（

・
 

員
会

（
廿⑩
二
一
一
一
番

・
内
線
三

二
七
ー
三
二
九
番
）

へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

務
局
（
市
庁
舎
四
階

）
 

ロ
投
票
所
区
内
の
字
名
の
変
更
に

つ
い
て
 

新
宮
団
地
一
帯
の
字
名
の
変
更
が

あ
り
ま
し
た
が
、
投
票
は
従
前
ど
お

り
で
す
。
 

下
記
の
表
は
あ
な
た
の
投
票
所
で

す
。
あ
な
た
の
住
所
を
確
認
し
て
下
 

さ
い
。
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 

選
挙
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
選
挙
管
理
委
 

級
の
方
 

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

方
で
、
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
、
 

呼
吸
器
障
害
に
あ
っ
て
は
、
特
別
項

症
も
し
く
は
第
三
項
症
と
記
入
さ
れ

て
い
る
方
 

郵
便
（
在
宅
）
投
票
を
す
る
場
合

選
管
発
行
の
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
 

が
必
要
で
す
。
 

該
当
者
で
投
票
さ
れ
る
方
は
、
期

日
前
四
日
ま
で
に
請
求
さ
れ
な
け
れ

ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
 

ロ
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

ロ
日
時
 
三
月
五
日
か
ら
三
月
七

日
ま
で

（
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
）
 

ロ
場
所
 
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
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ロ
と
こ
ろ
 

 

三
月
は
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
 
き
 
三
月
十
一
日
（
水
）
、三
月
二
十
五
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
 

  

   

交
通
事
故
 

移
動

・
巡
回
相
談
所
 

    

市
民
文
化
会
館
別
館
（
旧
中
央
公
民
館
）
 

県
交
通
事
故
相
談
所
 

市

・
市
民
相
談
室
 

  

   

     

      

3月15日（日）は市 

33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 
投
票
区
 

小

曲
集
会
所
 

中

泉
集
会
所
 

中
央
公
民
館
 

梅
 
沢
 分
 
館
 

中
央
公
民
館
 

俵
 
元
 
分
 館
 

中
央
公
民
館
 

前
田
野
目
分
館
 

中
央
公
民
館
 

高
 
野
分
 
館
 

羽
野
木
沢
小
学
校
 

毘
沙
門
小
学
校
 

長

富
集
会
所
 

戸
沼
集
会
所
 

浅
井
集
会
所
 

松
野
木
小
学
校
 

野

里
小
学

校
 

中
央
公
民
館
 

飯
 
詰
 
分
 館
 

生
 
活
 改
 
善

セ
 
ン
 タ
 
ー
  

藻

川
小
学

校
 

一
好
中
学

校
 

中
央
公
民
館
 

高
 
瀬
 
分
 館
 

松
 
島
会
 
館
 

投
 
票
 
所
 

小
曲
 

中
泉
 

梅
田
 

俵
元
、
原
子

（紅
葉
）
 
 

前
田
野
目
 

高
野
、
持
子
沢
 

原
子
、
羽
野
木
沢
 

長
富
 

毘
沙
門
 

戸
沢

（石
田
坂
、
平
町
）
 
 

浅
井
 

松
野
木
（
大

開
、
福
岡
、
若
山
）
 
 

野
里
、
神
山
、
福
山
、
豊
成
 

部
）
福
泉
（
一
部

）
 
 

L
町
、
西
岩
崎
、
長
坂
、
下
村
、
石
田
（

一

南
下
、
中
下
、
北
下
、
大
日
町
、

大
正
町
、
 
 

皆
瀬
、
五
本
松
、
影
日
沢
、
寺
町
、
下
岩
崎
 

旗
、
清
野
、
福
泉
（
一
部
）
石
田

（
一
部
）
 
 

下
町
、
伝
助
町
、

新
町
、
大
町
、
沢
田
、
白
 

興
隆
、
朝
日
、
坂
上
南
新
、
北
新
、
中
町
、
 
 

藻
川
 

鶴
ケ
岡
（
福
井

）
 
 

高
瀬
 

地
）
 
 

一
五
〇
番
地

）
（石
岡
字
藤
巻
十

四
ー
六
八
番

鳥
森
三
九
番
地
内
）
（吹
畑
字
藤
巻
一

三

0
ー
  

松
島
町
（
一
丁
目
ー
八
丁
目
）
田
園
調
布
（
  

あ
な
た
の
住
所
 

忘れていませんか 
国民年金の保険料を、まだ納めていない人はお

りませんか。55年度 4期分の納期限は、 2 月28日

でしたが、なんとか今月中に納めて下さい。 

国民年金に加入していても保険料を納めていま

せんと、老齢年金はもとより、万一けがをしたり

ご主人が亡くなられた時などに障害年金、母子年

金などが受けられません。また、うっかり納め忘

れのまま 2年を過ぎてしまいますと、時効によっ

て保険料を納める事ができなくなり、年金を受け

られなくなったりする事があります。 

詳しいことは、市社会課・国民年金係へお問い

合わせ下さい。 

国民年金の保険料 
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「
あ
な
た
で
す
、
火
事
を
出

す
の
も
防
ぐ
の
も
」
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組

合
と
市
消
防
本
部
は

こ
の
ほ
ど
、
 

「
長年
の
勤
続
ご
苦
労
さ
ん
」
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
、
市
、
 

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

共
催
の
 
「
第
二
十
六
回
優
良
商

工
従
業
員
表
彰
式
」
が
二
月
十

三
日
、
産
経
会
館
五
階
ホ
ー
ル

に
商
工
従
業
員
、
経
営
者
、
来

賓
な
ど
七
十
人
が
出
席
し
て
行

わ
れ
、
三
十
年
以
上
勤
続
者
、
 

特
別
功
労
者
な
ど
合
わ
せ
て
五

十
四
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
か
ら
全
員
に
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ー
写
真
下

ー
 
 

昭
和
五
十
五
年
の
火
災
発
生
状
 

況
を
ま
と
め
ま
し
た
。
 

建
物
火
災
が
減
少
 

五
十
五
年
の
火
災
件
数
は
、
 

今
年
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
「
一

十
年
以
上
勤
続
七
人
、
二
十
年

以
上
勤
続
五
人
、
十
年
以
上
勤

続
二
十
二
人
、
五
年
以
上
勤
続
 

十
七
人
、
特
別
功
労
者
三
人
で

す
。
 

二
十
年
以
上
勤
続
者
と
、
特

別
功
労
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

五
＋
五
年
中
 

の
火
災
状
況
 

三
十
四
件
（
五
所
川
原
三
十
一
、
 

鶴
田
三
）
で
、
前
年
よ
り
二
十

二
件
（
五
所
川
原
十
六
、
鶴
田

六
）
減
っ
て
い
ま
す
。
 こ
の
大

き
な
要
因
は
、
建
物
火
災
が
十

九
件
（
五
所
川
原
十
四
、
鶴
田

五
）
と
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
三
十
四
件
の
内
訳

は
、
建
物
火
災
が
だ
ん
ぜ
ん
ト

ッ
プ
の
二
十
八
件
（
全
体
の
八

二

・
四
％
）
で
、
次
い
で
林
野

の
二
件
、
車
両
の
一
件
、
そ
の

他
三
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

被
災
世
帯
五
六
％
減
 

建
物
火
災
の
減
少
で
、
被
災

件
数
は
、
前
年
よ
り
二
十
三
棟
、
 

十
六
世
帯
、
被
災
人
員
が
六
十
 

ロ
「
干
年
以
上
勤
続
者
 

青
山
富
次
（
翻
前
田
製
材
所
）
、
 

菊
地
操

（
同
菊
地
豊
久
商
店
）
、
 

藤
田
東
一
郎
（
鶴
又
薬
品
掬
）
、
 

橘
秀
雄
、
対
馬
千
代
美
、
石
川

義
正
（
以
上
津
軽
鉄
道
翻
）
、佐

々
木
久
雄
（
陸
奥
印
刷
脚
）
 

ロ
ニ
＋
年
以
上
勤
続
者
 
 

八
人
そ
れ
ぞ
れ
減
少
、
火
災
で

亡
く
な
っ
た
方
も
一
人
で
、
ケ

ガ
人
と
も
に
減
っ
て
い
ま
す
。
 

焼
失
面
積
平
均
六
五
平
方
H
 

建
物
の
焼
失
面
積
は
、
千
八

百
二
十
四
平
方
U
で
、
前
年
よ

り
三
千
八
百
二
十
六
平
方
H
(
 

六
七

・
七
％
）
の
減
、
 一
件
当

た
り
の
焼
失
面
積
は
六
五

・
一

平
方
屑
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

九
千
万
円
が
灰
に
 

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
九

千
百
七
十
七
万
二
千
円
で
、
前

年
よ
り
一
億
四
千
五
百
三
十
五

万
九
千
円
（
六

一
・
三
％
）
減

り
、
 一
件
当
た
り
の
損
害
額
は

二
百
六
＋
九
万
九
千
円
で
、
こ

れ
も
前
年
よ
り
百
五
十
三
万
五

千
円
減
少
し
ま
し
た
。
 

ご
注
意
、
タ
バ
コ
火
、
正
午

前
、
土
曜
日
 

と
こ
ろ
で
、
火
災
発
生
の
原
 

境
谷
誠

（
村上
、
山
崎

税
理
士
事
務
所
）
、増
田
昭

博
（
輔
増
田
運
送
）
、奈
良

岡
保
男
（
脚
か
さ
い
）
、今

専
太
郎
（
高瀬
メ
リ
ヤ
ス
）
、
 

原
勝
治
（
圃
梅
田
電
機
工

業
所
）
 

ロ
特
別
功
労
者
 

北
谷
輝
子

（
マ
ル
ワ
商

会
）
、星
野
恵
子
（
翻
鎌
田
）
、
 

坂
田
綾
子

（欄
い
わ
や
薬

局
）
 
 

因
別
調
査
で
は
、
タ
バ
コ
火
が

一
番
多
く
、
次
い
で
残
火
の
不

始
末
、
石
油
フ
ロ
ガ
マ
、
飛
火
、
 

ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
不
注
意

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

発
生
時
刻
は
、
午
前
九
時
か

ら
正
午
ま
で
の
間
が
最
も
多
く
、
 

曜
日
で
は
、
土
曜
日
が

一
番
多

く
、
水
曜
日
が
こ
れ
に
次
い
で

い
ま
す
。
 

梅
田
・
中
泉
地
区
で
 

9
3
5
日
間
無
火
災
 

梅
田

・
中
泉
地
区
で
は
、
今

年
二
月
十
日
現
在
、
九
百
三
十

五
日
間
の
火
災
発
生
0
を
記
録
、
 

目
下
千
日
達
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
三
年
七

月
二
十
日
以
降
、
ま
る
二
年
と

二
百
五
日
間
の
記
録
で
す
。
 

建
物
火
災
が
大
幅
に
減
少
 

囲
囲
国
問
囲
■
■
 

優
良
従
業
員
5
4人
を
表
彰
 

”
ぐいウ
」
ぐい
り
ぐい
一
 
（
り
」
ぐ」え
ぐ
い
 

《
 



交
通
事
故
や
急
病
人
の
増
加

で
、
救
急
車
の
出
動
回
数
も
増

え
続
け
て
い
ま
す
が
、
同
時
に

救
急
車
を
必
要
と
し
な
い
よ
う

な
場
合
の
出
動
要
請
も
少
な
く

な
く
、
消
防
署
で
は
、
 
「
緊
急

や
む
を
得
な
い
場
合
、
お
お
い

に
利
用
し
て
結
構
で
す
が
、
も

う
少
し
救
急
車
の
意
義
を
考
え
、
 

有
効
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
 

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

昨
年
一
年
間
の
救
急
車
の
出

動
件
数
は
、
千
三
十
四
件
（
五
 

ロ
一
一
九
番
の
電
話
が
通
じ

た
ら
、
あ
わ
て
な
い
で
は
っ
き

り
と
、
所

・
番
地
、
そ
れ
に
だ
 

所
川
原
七
八
六
、
鶴
田
二
四
八
）
 

で
、
前
年
よ
り
九
件
ふ
え
て
い

ま
す
（
五
所
川
原
地
区
消
防

事
務
組
合
調
べ
）
。こ
れ
は
、
 

一
日
当
た
り
平
均
二

・
 

八
回
の
出
動
。
 

こ
の
う
ち
、
最
も

多
い
の
は
、
急
病

の
四
百
九
十
件
 

（運
ん
だ
人
員

四
百
五
十

六
人
）
で

次
い
で

交
通
事
 

件
（
同
二
百
六
十
人
）
と
、
合

わ
せ
て
出
動
件
数
全
体
の
六
八

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
最
も
出
動
件
数

が
多
い
こ
の
急
病
の
場
合
、
「そ

の
半
分
は
、
実
際
救
急
車
を
必

要
と
し
な
い
例
」
と
指
摘
、
「急

病
人
が
で
た
ら
、
ま
ず
周
囲
の

人
た
ち
が
あ
わ
て
ず
、
適
切
な

判
断
の
う
え
で
要
請
し
て
下
さ

い
」
 
と
呼
びか
け
て
い
ま
す
。
 

れ
で
も
わ
か
る
よ
う
な
目
標
が

あ
っ
た
ら
知
ら
せ
て
下
さ
い
。
 

ロ
ど
う
し
て
ケ
ガ
を
し
た
か
 

救急車の有効利用を 

十二 故
二百 が 

救
急
車
を
呼

ぶ
と
き
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電話の移動手続
きもお忘れなく 

三
月
は
転
勤
シ
ー
ズ
ン
で

す
が
、
電
気
や
水
道
、
ガ
ス

の
手
続
き
に
比
べ
、
忘
れ
が

ち
な
の
が
電
話
の
移
動
手
続

き
で
す
。
 

電
話
局
で
は
、
で
き
る
だ

け
み
な
さ
ん
の
ご
希
望
に
そ

う
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す

が
、
「
今す
ぐ
」
「き
ょ
う
か
、
 

あ
す
に
」
 と
い
っ
た
急
ぎ
の

工
事
に
つ
い
て
は
、
希
望
ど

お
り
工
事
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
受
け
た
ま
わ
っ

た
注
文
を
予
約
し
、
そ
の
予

約
日
程
に
し
た
が
っ
て
工
事

を
進
め
て
い
る
た
め
で
す
。
 

転
勤
や
家
屋
の
改
築
な
ど

で
電
話
機
の
移
転
の
工
事
が

必
要
な
場
合
は
、
少
な
く
と

も
二
週
間
ぐ
ら
い
前
に
工
事

の
内
容
と
希
望
日
を
局
へ
お

申
し
出
下
さ
い
。
 

（
五
所川
原
電
報
電
話
局
）
 

仁
ノ
 

~ノ二二 国民年金の目的と生いたち制険は‘ 国民年金の目的と生いた 

ま
た
ど
ん
な
状
況
で
発
病
し
、
 

目
下
ど
ん
な
状
態
に
あ
る
か
話

し
て
下
さ
い
。
 

ロ
救
急
車
の
ピ
ー
ポ
ー
が
聞

こ
え
た
ら
、
だ
れ
か
近
く
ま
で
 

国
民
年
金
制
度
は
、
保
険
 

料
を
掛
け
る
と
い
う
拠
出
制
 

の
年
金
が
中
心
で
、

二
十
 

歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
 

国
民
は
、
厚
生
年
金
な
ど
 

被
用
者
の
公
的
年
金
制
度
 

に
加
入
し
て
い
な
い
限
り

す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
し
て
、
昭
和
三
十
六
 

~
驚
鯵
醸

L
1
 
1

詳
競
籍
疑
器
警
躍
籍
，
年
~
 

’
 
れ
 
ま
 
の
 
金
 
す
 
方
 
を
 
な
 
金
 
に
 
な
 
た
 
ら
 
ら
 
、
ん
 
入
 
て
 
公
 
厚
 
十
 
中
 
る
 
金
 
’
 

1
 

~
，
琴
「
 

1
:I

]
 
;
t

讐
諾
舞
登
鯵
 
誌
鷺

)
L
 
4
'

擢
金
~
 

を
 
〒
塾
中
 
の
 
が
伴
 
こ
 
ま
 
さ
 
と
 
き
 
身
 
十
の
 
十
 
れ
 
限
制
 
な
 
で
二
拠
 
、
 
~
、
 

I
 1

 
土
愚
J
P
 
f
 

あ
険
 
と
 

tれ
 
き
 
、
体
五
納
六
 
ば
 
り
 
度
 
ど
の
十
出
保
 

v
/
 
I
 

年
四
月
か
ら
保
険
料
の
納
 

付
が
始
め
ら
れ
、

六
十
五
 

歳
に
な
っ
た
と
き
、
身
体
 

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
、
 

母
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き
 

な
ど
に
年
金
が
支
給
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
 

が
困
難
な
方
に
は
、
保
険
 

料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
 

り
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、

こ
の
よ
う

に
拠
出
制
の
年
金
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
拠
出
制

が
始
め
ら
れ
た
昭
和
三
十
六
 
 

迎
え
に
出
て
下
さ
い
。
 

ロ
診
て
も
ら
っ
て
い
る
病
院
、
 

と
く
に
運
ん
で
も
ら
い
た
い
病

院
が
あ
っ
た
ら
知
ら
せ
て
下
さ

い
。
 

一
 

A
ノ
 

（
 

’
 
月
二
 
」
だ
 

1 角
 
の
 
年
 
”
、
 

~
「
讐
鳶
詳

t
 
I
j

簾
議
縫
黙
襲
繊
詳

P
J
I- ，
貧
 

I
 
独
 
み
 
制
 
料
 
ま
 
も
 
て
 
い
 
年
期
 
な
 
、
ー
拠
給
担
 
こ
 
い
 
た
 
金
子
 
に
 
加
 
日
 
！
 

I
 ，

 
特
 
ら
 
度
 
の
 
す
 
福
 
い
 
が
金
 
間
 
っ
二
 
で
出
 
し
 
に
 
と
 
て
 
め
 
も
 
世
障
 
入
 
に
 
レ
／
 

~
 

2牙
共
農
。
竿
ま
保
貫
憲
島
ま

t製
す
三
き
榛

g言
蓄
富

Iニ
 
ー
 
~
 

~
鎮
響
範
鷲
競

I

膏
舞
護
舞
媛
熊
そ
の

2

②
~
 

年
四
月
一
日
に
す
で
に
高
齢

の
た
め
、
加
入
で
き
な
い
人

や
身
体
に
障
害
の
あ
る
人

及
び
母
子
世
帯
の
人
は
、
 

ど
の
年
金
も
受
け
ら
れ
な

く
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

人
に
つ
い
て
は
保
険
料
を

掛
け
る
こ
と
な
く
、
全
額

国
の
負
担
に
よ
っ
て
、
年

金
を
支
給
し
よ
う
と
い
う

の
が
無
拠
出
制
年
金

（福

祉
年
金
）
で
す
。
 

ま
た
、
二
十
歳
前
に
障

害
者
に
な
っ
た
場
合
や
加

入
し
た
期
間
が
短
い
た
め

拠
出
制
年
金
の
要
件
に
該

当
し
な
い
が
、
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
な
い
な
ど
の

場
合
に
も
福
祉
年
金
は
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

保
険
料
の
免
除
制
度
や

福
祉
年
金
制
度
は
、
他
の
年

金
制
度
に
み
ら
れ
な
い
国
民

年
金
制
度
独
特
の
も
の
で
す
。
 

1 
マ 

I 
, 
' 

I 

~が な に ー  り 料が る な母障歳付年 なすに被国歳 の 料 	． 	1 
年
金
め
は
がか
レ
 

その2 ② 



ロ
と
 
き
 
三
月
二
十
二
日
 

（
日
）
午前
九
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館

ロ
参
加
料
 
無
料
 

ロ
テ
ス
ト
種
目
 

反
復
横
と
び
、
垂
直
と
び
、
 

背
筋
力

・
握
力
、
踏
み
台
昇
降

運
動
、
伏
臥
上
体
そ
ら
し
、
立

位
体
前
屈
 

当
日
は
、

フ
ォ
ー
ク
レ
ク
リ
 

「
市
民
体
力
テ
ス
ト
会
」
 

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
の
で
、
 

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で
下
さ
 

移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

い
。
参
加
者
は
、
ズ
ッ
ク
靴
を

持
参
し
、
運
動
の
で
き
る
服
装

で
お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 

市
教
育
委
員
会

・
保
健
体
育

課

（
廿
⑩
三
一
九

一
番
）
 

＠
三
月
十
九
日

（
木
）
 

o
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で

（
栄
町
・
県
合
同
庁
舎

前
）
 

〇
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三

時
ま
で

（裏
田
町

・
東
北
電
力

五
所
川
原
営
業
所
前
）
 

胃
腸
病
（
胃
ガ

ン
等
）
検
診
 

十
日
か
ら
受
け
付
け
 

市
で
は
、
胃
腸
病
の
検
診
を

四
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
と
、
五
月
七
日
か
ら
八
日

ま
で
の
七
日
間
行
い
ま
す
。
 

受
診
希
望
者
は
、
次
の
事
項

に
留
意
し
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

ロ
対
象
者
 
三
十
五
歳
以
上

の
男
女
（
た
だ
し
、
妊
婦
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
）
 

ロ
受
付
期
間
 
三
月
十
日
か
 

ら
三
月
二
十
五
日
ま
で
 

ロ
お
申
込
み
先
 
①
農
協
組

合
員
（
国
保
加
入
者
と
七
和
農

協
組
合
員
を
除
く
）
は
、
各
農

協
、
ま
た
は
農
協
支
所

へ
 

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者
及

び
そ
の
他
の
方
は
、

各
支
所

へ

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
（
申し
込

み
用
紙
に
受
診
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
世
帯
主
名
を
ご
記
 

入
下
さ

い
。）
 

ロ
検
診
時
間
 
午
前
六
時
三

十
分
か
ら
九
時
ま
で

（受
け
付

け
は
、
午
前
五
時
三
十
分
か
ら

行
い
ま
す
）
 

ロ
検
診
場
所
 
市
民
文
化
会

館
ロ
ビ

ー
 

ロ
検
診
料
金
 
一
人
二
千
五

百
円
の
う
ち
自
己
負
担
は
、
千

二
百
五
十
円
で
す
（
検
診
日
に

ご
持
参
下
さ
い
。
）
 

国
保
加
入
者
は
、
国
民
健
康

保
険
か
ら
自
己
負
担
分
を
助
成

の
予
定
で
す
。
検
診
日
は
、
後

日
申
し
込
み
者
に
通
知
し
ま
す
。
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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乳 幼 児 の 健 康 診 査 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。該当する赤 

ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受 付時間 午後0時30分から 1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在、病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている乳幼児 

は、ご遠慮下さい。1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ月ー児 
日召利155年11月
生まれの乳児 3月11日 市民文化会館 

別 	館 

q日中央公民館） 

6 カ月児 
H召和55年 8月
生まれの乳児 3月17日 

1
6
 

歳
児
 

カ
 
月
 

昭和54年 9月
生まれの乳児 3月25日 

小児マヒ予防生ワクチン投与 
ロ対象幼児 

実施時期 対象乳幼児 回 数 備 	考 

4 	月 

"）昭和55年 1月 1日か
ら同年1月31日まで
に生まれた乳幼児 

2回目 
55年 5 月に 1回目
の投与を受けた乳
幼児 

(
t
i

)
 

5
5
 

か
で
 

昭
ら
に
 
和
同

生
 
年

1
1
2

れ
 

2月
た
 
月

3
1乳
 

1
日
幼
 
日

ま
児
  

1回目 

5 	月 

H）昭和55年 2 月1日か
ら同年12月31日まで
に生まれた乳幼児 

2回目 

同昭和56年 1月1日か
ら同年1月31日まで
に生まれた乳幼児 

1回目 
この対象乳幼児は 
57年 4 月に 2回目 
の投与を受けます 

ロご注意 ※上記以外の乳幼児で生後 3 カ月から48カ月（ 4 年）ま 
でに受けたことのない乳幼児も対象となります（実施時期に生後 
48カ月を経過した乳幼児除外します） 

ロ料 金 不要です。 
ロお願い ＠母子健康手帳は必ず持参して下さい。 

0当日の朝体温を計って来て下さい。 
Oお子さんの体質を良く知ってい,る方がお連れ下さし、 

ロ地区別日程 

地区名 1 回 目 2 回 目 実施場所 時 	間 

五小学区 4 月 7日 5 月21日 
市民文化会 
館 別 館 
（旧中央公民館） 

午後1:00-2:00 

三好地区 4 月 7日 5 月21日 三好診療所 午後1:30-2:OO 

松島地区
松島団地 
梅 	沢 
毘と！’門 

4 月 9日 5月25日 

市民文化会 

館 別 館 

n日中央公民館） 

午後1:00---2:OO 

長橋地区 4 月10日 5 月26日 長橋診療所 午後1: 00 --i: 30 

中川、栄
みどり町 
地 	区 

4 月10日 5月26日 
市民文化会 
館 別 館 
（旧中央公民館） 

午後1:OO-2:Oo 

七和地区 4 月13日 5 月28日 七和支所 午後1:00-1:30 

南小学区
飯詰地区 4 月14日 5月29日 

市民文化会 
館 別 館 
q日中央公民館） 

午後1:00-2:00 

※五小学区には、小曲地区も含まれます。 
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